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　長岡大学の石川でございます。本日は基調報告の２番目として、次のメインイベントであるパネルディスカッショ
ンにつなぐ前座ということで、ご報告させていただこうと思います。
　この調査は、本年の８月から９月にかけて行いました、長岡地域の製造業を営む企業に対するアンケート調査です。
まずどういった調査か、簡単にお話ししたいと思います。648 社の企業に調査をさせていただきました。８月 18 日
から９月３日で、郵送配付し FAX ないしメールで回収させていただいております。その結果、有効回収数 79 票を
いただきました。回収率 12.2％です（アンケート調査票は別添の付属資料参照）。
　昨年度のシンポジウムでもご報告させていただいたのですが、実はこの調査はその続編としての位置づけもあり
ます。ただし今回は市民所得向上のためのヒントになればということから、鍵になるであろうと思われる企業の生
産性の向上について新たに追加して調査させていただいております。
１．回答企業の概要と業績
1.1 回答企業のプロフィール
　まずどういった企業にお答えいただいたかという企業のプロフィールを簡単にお話しさせていただきます。
　創業後の年数については昨年度の調査と同様の回答結果でした。おおむね変化は無く「30 年以上」が８割程度で、
業歴の長い企業中心にお答えいただいていることが確認できます。
　業種構成を見ていただきますと、食料品、繊維・衣服、金属製品、一般機械の構成比が高い。この４業種が柱になっ
ています。それを経済産業省の工業統計調査の 2006 年 12 月時点調査における事業所数構成比と比較したものが〔図
表１〕ですが、若干、「金属製品」、「一般機械」、「その他」で多少のかい離はありますが、まあ同じような分布になっ
ている。ということで、回答数は少ないのですが、概ね偏っていないと判断できます。
〔図表１〕業種の構成
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　続いて業態です。完成品をお作りなのか、完成品でも最終消費財か産業財か、それから半製品・部品という中間
財かという分類です。また部品加工も加えて４つに分けましてお答えいただいた結果なのですが、これも昨年とほ
とんど同じです。完成品の産業財、中間財、部品加工といった企業間同士の B to B の取引をやってらっしゃる企業
が大半だという結果になっております。
　続いて従業員数については、29 人以下を合計すると 54.4％と過半数になります。中小零細が中心になっているこ
とが確認いただけます。また売上高についてもお答えいただいたのですが、５億円未満の企業が昨年同様高く、半
分を超えている状況でした。
1.2 業績等の１年前からの変化
　以上のプロフィールを前提に、業績等が昨年と比べてどうなったかお答えいただいております。また売上高、従
業員数、利益、業績全般に対する評価についてもお聞きしております。
　この業績等の変化を考える上では、どうしてもマクロ環境が大きな要因になるので、そこを見ておく必要がある
わけです。昨年度調査の報告でもご紹介したのですが、日銀が発表している業況判断 DI が、すでに昨年時点でマイ
ナスになってきていました。それがさらに落ち込んでいるのが確認できます（〔図表２〕参照）。そういった景況の
環境下における今回のアンケート調査ですので、やはり業績の変化についてのお答えも相当厳しい状態になってい
るのではないかということが事前に予想されたわけです。
〔図表２〕日銀短観の業況判断ＤＩの推移（新潟県）
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　ただし、この調査をやったのは９月の終わりで、リーマンブラザーズの破綻等が９月中旬でした。その後一層激
しい金融上の変化が起きております。その直前に実施した調査であることをお含み置きいただければと思います。
　まず売上高の変化についてお答えいただいたのですが、「減少した」が 30 社、38.0％で非常に高い比率になってし
まっております（〔図表３〕参照）。同じような設問を昨年度の調査でも実施しております。昨年度の調査では「５
年前と比べてどう変わりましたか」という聞き方をしておりますので、ちょっと期間が違うということで単純に比
較するわけにはいかないのですが、一応比較してみました。これを見ますと、売上高の増加傾向が大きく鈍化して
いることがはっきり見てとれるかと思います。
〔図表３〕売上高の変化
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　さらに売上高の変化を業種別に見ました。サンプル数が多くない点に注意する必要があるのですが、食料品・煙草・
飼料等についてはどちらかというと「あまり変化がない」、「減少した」とお答えの傾向が強い。金属製品は「やや増
加した」が５に対して「減少した」も５で、明暗が分かれている。一般機械についてはどちらかというと「増加した」
企業の比率が高い結果になりました。
　次は従業員数です（〔図表４〕参照）。やはり従業員数は年々そんなに大きく変動するものではないため、「あまり変化な
い」、「やや増加した」という回答が多い結果になりました。これも昨年の調査と比べておりますが、注目すべきは「増加
した」の比率が減っている。昨年の調査では５年前と比較した変化を回答いただきましたので、変化している可能性が高かっ
た。しかも増加傾向の企業が多かったのですが、今回は上向きの動きはあまり見られなかったということになります。
〔図表４〕従業員数の変化
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　続きまして、経常利益についてうかがいましたが、「減少した」とお答えの企業が 39 社で、過半数でした（〔図表５〕
参照）。これも昨年の調査と比べましたが、やはり減少した比率が大きくなり、業績が非常に悪化している様子が見
られます。逆に「増加した」の回答比率は減っています。
〔図表５〕経常利益の変化
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　以上の業績全般に対する評価について満足度をおうかがいしました（〔図表６〕参照）。「大いに満足」という企業
は１社もなく、あとは大体均等で、それぞれが同じ比率になっております。昨年も同じように最近の業績の変化に対
する満足度をうかがっております。それと比べますと、やはり満足度が下がっていることが一目瞭然の結果です。「大
いに不満」の比率が非常に高い。
〔図表６〕業績等全般に対する評価
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２．成長・発展のための取り組み
　以上の業績、プロフィールの下に、今度のお取組についてうかがいました。ここからの話が、後段のパネルディス
カッションにおける企業の生産性向上や所得増加のための課題に関する話につながってくるのだろうと思いますの
で、若干詳しく話をしていきたいと思います。
2.1 現在特に力を入れている取組
　まず、現在特に力を入れている取組を３つまで挙げてくださいということでお答えいただきました。その結果、各
項目の選択率が〔図表７〕のような結果となりました。ここで目立っておりますのは、「取引先との取引深耕」、「コ
ストの削減」、「新規顧客・取引先の拡大」の３つが特に多く、さらに「営業力の強化」、「従業員教育の充実」、「人材
確保」も高い比率になりました。
〔図表７〕現在力を入れている取組（３つまで）と今後注力すべき課題（５つまで）
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　これも全く同じ設問を昨年うかがいました。それと比較すると、「新規顧客・取引先の拡大」、「営業力強化」、「従
業員教育充実」等々の選択率が昨年よりも高まっております。これらはどちらかと言うと業績改善に直結するような
取組です。業績がより苦しくなる中でこういう結果になったのだろうと推察されるわけです。
　逆に、「積極的な設備投資」、「組織体制の充実・効率化」は減っております。これらはいろいろな意味で余裕がな
いとなかなかできない取組で、景況感の悪化が反映されているという気がします。
　また売上高の状況別でも現在特に力を入れている取組を見てみました。必ずしも明確ではなかったのですが、比較
的売り上げの伸びた、ないし減っていない企業による取組としては、「自動化・省力化・IT 化」、「設備投資」、「従業
員教育の充実」、「人材の確保」が目立っておりました。
2.2 今後注力すべき重要な課題
　続きまして、今後何が課題でしょうかとお聞きした結果です（〔図表７〕参照）。目立っているのが、「コスト削減」、
「新規顧客・取引先の拡大」、「優秀な人材の確保」になります。人材の確保を除いた上の２つは、やはり業績改善に
即効性ある取組ということになるでしょう。
　昨年の調査と比較いたしますと、「コスト削減」、「新規顧客・取引先の拡大」に対する指向が高まっている。逆に「営
業力強化」、「組織体制の充実・効率化」あたりが下がっている点が注目されます。
　今年度の調査について、今までやってこられた取組と今後課題だと指摘されている取組の選択率を比較しました
（〔図表７〕参照）。ここで注目したいのは、２つのギャップです。今やっておられることと、今後やらなければなら
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ないと意識されていることの間の選択率の差に着目しますと、「コスト削減」、「新規顧客・取引先の拡大」、「優秀な
人材の確保」の３つが目立ちます。いずれも、今後課題だと認識されている度合いが高い割に、現時点では取り組
めていないということになります。やらねばならないと意識しながらも、なかなかできていないジレンマを感じら
れている項目だとの解釈もできるかと思います。
３．生産性向上に向けて
　次が、生産性向上に向けての設問の結果です。昨年度はうかがっていなかったのですが、今年度は特に所得の向
上が一つのテーマになっております。そのために一つのキーになるのが、企業が効率を上げる、生産性を向上する
ということになります。その関連で、どういったことに取り組まれているかうかがってみました。生産性に関する
現状、現在特に力を入れている取組、今後の課題という３項目について集計結果をご報告します。
3.1 生産性に関する現状
　まず、現状として、お答えいただいた長岡地域の企業の生産性はどの程度なのかを測る目安として、従業員１人
当たりの売上高を回答いただいた数値で計算した結果が〔図表８〕です。１千万円未満と、１千万から２千万円未
満というあたりが多い分布になりました。
〔図表８〕従業員 1人あたり売上高
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　従業員１人当たりの売上高の多い少ないは様々な要因が考えられるわけです。基調報告①でもありました通り、
まずは業種の違いがあります。またよく言われますのは、規模の利益です。大きい企業では何といっても効率性が
高い場合が多いわけです。それらをチェックしてみました。
　まず業種別で見ました。ここでは一人当たり売上高で 2000 万円を基準に線を引いて二分してみました（〔図表９〕
参照）。サンプル数が少ないこともあってなかなか明確に出てこないのですが、「食料品・煙草・飼料」と「一般機械」
では、どちらかというと 2000 万円以上で比較的生産性の高い企業の比率が他業種より高い。逆に、「繊維・衣服」と「金
属機械」については、どちらかというと生産性が低い業種であるという結果が出ております。
〔図表９〕従業員 1人あたり売上高～業種別
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　次に企業規模を従業員数で見てみようということで、79 社中１社お答えいただけなかったため 78 社について、縦
軸に一人当たり売上高、横軸に従業員数をとり散布図で表しました（〔図表 10〕参照）。これで、例えば右上がりに
分布していれば、従業員数が多いほど効率性が高く生産性が高いということになるのですが、あまり明確には読み取
れない結果になりました。
〔図表 10〕従業員 1人あたり売上高と従業員数規模
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3.2 現在特に力を入れている取組
　以上の傾向を踏まえて、生産性向上に向けた取組をみていきたいと思います。各企業の方々が生産性向上という意
識で何に力を入れておられるかをお聞きした結果が〔図表 11〕です。
　圧倒的に多かったのが、「人」についての取組です。特に従業員の能力の向上に取り組んでおられるという結果が
出ました。さらに、１人当たりの売上高の違いでみると何か明らかにならないかと見てみたのですが、それほど明確
な結果は出ませんでした。もっと大規模な調査が必要だという気がします。
〔図表 11〕生産性向上のための現在の取組と今後の課題（3つまで）
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3.3 今後の課題
　次は、将来に向けてどういったことが生産性向上に向けて課題になると感じられているかを挙げてもらった結果で
す（〔図表 11〕参照）。「従業員の能力向上」、「有能な人材の確保」、「原材料費等費用削減」の３つの順で多い結果に
なりました。特に「原材料費等費用削減」に関連して、ここ数年来原油価格をはじめとして天然資源価格の上昇局面
が続きました。現在は金融危機の関連もあり落ち着いていますが、そうしたことが背景になっているのではないかと
推察されます。
　現在やっているとお答えの項目と、今後やらねばならないとお考えの項目の選択率のギャップに着目しました（〔図
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表 11〕参照）。目立っていますのが、「有能な人材の確保」について、現在の取組に比べて今後やらなければならな
いとお感じになられている比率が非常に高くギャップが大きい。これは、やらねばならないとお感じになられながら
もできていない項目であることが示唆されていると思います。
４．環境面の取組について
　最後に、今回の調査では昨年の調査に加えて、もう一つ、環境面での取組についてもおうかがいしました。今回の
シンポジウムのテーマに直結するわけではないのですが、中長期的に見て、いろいろな面で環境面の制約が高まらざ
るを得ません。例えば、産業廃棄物の受け入れ場はあと数年分しか残余容量がないという話もあり、鋳物組合等では
必死にリサイクルをやっておられます。そういったことはいろいろな側面で出てくる可能性があるわけです。１つは
環境面への意識、２つ目は環境面で実際にどういったことに取組まれているか、３つ目は何を今後の課題と認識して
おられるかという点をご報告します。
　まず意識についてです。ここ５年くらいで環境への意識はどう変わったか３択でお答えいただいた結果が〔図表
12〕です。「かなり高まった」、「やや高まった」を合わせて 70％程度で、環境に対する意識は近年どの企業でも高ま
りつつあることが確認できます。
〔図表 12〕ここ５年くらいの環境への意識の変化
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　それに対して、どういった取組をされているか、さらに今やっている・いないとは別に、今後どういった取組が重
要になるとお感じか、それぞれ挙げてもらった結果を一緒に示したのが〔図表 13〕です。２つのグラフのギャップ
はそれほど目立ちません。とにかく選択率が高い順に見ていきますと、「エネルギー消費削減」、「廃棄物削減」、「リ
サイクル推進」、「従業員の環境教育」、「省エネ運動」となります。
〔図表 13〕環境関連のここ数年の取組と今後の課題（5つまで）
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　この５つについて簡単に要約しますと、エネルギー価格が最近高騰してますので、関連費用を抑えるための取組と、
廃棄物を減量しリサイクルを推進するということ、さらに従業員に対する教育という、３本柱ということになります。
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　一方で、よりシステマティックな組織面での取組としては、最近ですと ISO14000 シリーズを取得されたとか、環
境会計を試みているという取組も話題になるところですが、このアンケート結果ではそれほど高くはなかったこと
が確認できます。
５．まとめとして
　最後に、まとめにもなっていないのですが、パネルディスカッションにつなげられればということで要約させて
いただこうと思います。
　まず、全般的にどうしてもマクロ環境の影響が色濃く出た結果になってしまったという点です。業績が伸び悩み、
業績全般に対する満足度が低下している。
　それとは別に、成長に向けた取組ということでは、業績が悪くなりつつある企業が多いことを反映して、コスト
削減、取引拡大などの業績改善に直結するような取組への指向が昨年度調査よりも強まっております。次のパネル
ディスカッションでは、どちらかというと短期の景気循環を越えた中長期的発展という視点から、生産性向上、さ
らにそれを通じて市民所得の向上という話になると思うのですが、残念ながら循環要因が非常に強い結果になって
おります。そうしたなかでも業績が好調な企業はあります。それらの企業では、設備投資、IT 化、省力化、従業員
教育、優秀な人材の確保等への取組が目立っているように思います。
　今回のシンポジウムの重要な論点になる生産性向上については、従業員教育、優秀な人材の確保等、人材関係の
取組を通じて、生産性向上に向けて取り組んでいるという回答が目立ったと思います。業績が好調な企業について
クロス集計した結果では、なかなか明確には出てこなかったのですが、優秀な人材確保、IT 活用、設備の性能向上
に積極的である、ということがある程度見られたという気がします。
　最後の環境面につきましては、廃棄物減量、エネルギー消費抑制が中心的な取組になっています。さらには従業
員の環境教育もかなり意識しておられる。ただし、繰り返しになりますが、よりシステム的な取組ははじまってい
ないということが確認できたと思います。
　私からは以上です。次のパネルディスカッションでは、企業の今の取組、特に生産性向上についての取組の現状
についてなど、より迫力あるお話がいただけるのではないかと思います。それで長岡市全体の企業セクターの生産
性が上がり、さらには市民所得が向上し、豊かな地域になることを祈願しております。以上で報告を終わらせてい
ただきます。ご清聴ありがとうございました。
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ձ⌟ᅹࠉ㈏♣࠿⏍⏐ᛮྡྷ୕ࡡࡒࡴ࡞≁࡞ງࢅථࡿ࡙࠷ࡾࡆ࡛ࡢర࡚ࡌ࠾ࠊ㸝㸨ࡗࡱ࡚㸞
㸦) 㞘⏕ࡡ๎΅ 㸧) ᚉᴏဤࡡ⬗ງྡྷ୕ 㸨) ᭯⬗࡝ெᮞࡡ☔ಕ
㸩) ⏍⏐᪁ᘟࡡᨭၻ 㸪) 㸾㹉ࡡὩ⏕ 㸫) ⏍⏐シങࡡᛮ⬗ྡྷ୕
㸬) ࢦࣈࣚ࢕ࢲ࣭࢘ࣤࡡຝ⋙࢓ࢴࣈ 㸭) ᩺ᕰሔࡡ㛜ᢽ 㸮) ᴏຸධ⯙ࡡຝ⋙໩
10) ཋᮞᩩ㈕➴㈕⏕๎΅ 11) አἸࡡᣉኬ 12) ೇථ㔘ࡡ๎΅
13) ࡐࡡ௙
ղ௑ᚃࠉ㈏♣࠿⏍⏐ᛮࢅྡྷ୕ࡊ࡙࠷ࡂࡒࡴ࡞ࠉㄚ㢗࡛࡝ࡾࡆ࡛ࡢర࡚ࡌ࠾ࠊ㸝㸨ࡗࡱ࡚㸞
㸦) 㞘⏕ࡡ๎΅ 㸧) ᚉᴏဤࡡ⬗ງྡྷ୕ 㸨) ᭯⬗࡝ெᮞࡡ☔ಕ
㸩) ⏍⏐᪁ᘟࡡᨭၻ 㸪) 㸾㹉ࡡὩ⏕ 㸫) ⏍⏐シങࡡᛮ⬗ྡྷ୕
㸬) ࢦࣈࣚ࢕ࢲ࣭࢘ࣤࡡຝ⋙࢓ࢴࣈ 㸭) ᩺ᕰሔࡡ㛜ᢽ 㸮) ᴏຸධ⯙ࡡຝ⋙໩
10) ཋᮞᩩ㈕➴㈕⏕๎΅ 11) አἸࡡᣉኬ 12) ೇථ㔘ࡡ๎΅
13) ࡐࡡ௙
ࠜၡ㸪ࠝ⎌ሾ㟻ࡡཱི⤄ࡲ࡞ࡗ࠷࡙࠽చ࠷ࡊࡱࡌࠊ
ձࡆࡆ㸪ᖳࡂࡼ࠷ࡡ㛣࡚஥ᴏὩິ࡞࠽ࡄࡾ⎌ሾ࡫ࡡណㆉࡢ࡜࠹ንࢂࡽࡱࡊࡒ࠾ࠊ㸝㸦ࡗࡓࡄ㸞
㸦) ណㆉࡢ࠾࡝ࡽ㧏ࡱࡖࡒ 㸧) ណㆉࡢࡷࡷ㧏ࡱࡖࡒ 㸨) ណㆉࡢ࡮࡛ࢆ࡜ንࢂࡖ࡙࠷࡝࠷
ղࡆࡆᩐᖳࠉ㈏♣࠿⎌ሾ㛭㏻ཱི࡚ࡽ⤄ࢆ࡚࠷ࡾࡆ࡛ࡢర࡚ࡌ࠾ࠊ㸝㸪ࡗࡱ࡚㸞
㸦) ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟ᾐ㈕๎΅ 㸧) ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟㌷ᥦ 㸨) ᗣᲘ∸๎΅
㸩) ୯ཿဗ්ฺ⏕ 㸪) ࣛࢦ࢕ࢠࣜࡡ᥆㐅 㸫) ⎌ሾ᩺ၛဗࡡ㛜Ⓠ
㸬) ISO14000ࢨ࣭ࣛࢫཱིᚋ 㸭) ⎌ሾఌ゛ 㸮) ᚉᴏဤࡡ⎌ሾᩅ⫩
10) ⎌ሾሒ࿈᭡ࡡషᠺ 11) ┤࢙ࢾ㐘ິ 12) ┤࢙ࢾᶭჹࡡ⮤♣හ㛜Ⓠ
13) ්⏍ྊ⬗࢙ࢾࣜ࢟ (࣭ኯ㝟ක➴)᥆㐅 14) ࢡ࣭ࣛࣤㄢ㐡 15) ᚘ⎌ᆵ⏍⏐᪁ᘟࡡᙟᠺ
16) ఩⎌ሾㇿⲬၛဗ࡫ࡡ㌷ᥦ 17) ࡐࡡ௙
ճ௑ᚃࠉ㈏♣࠿⎌ሾ㛭㏻ཱི࡚ࡽ⤄ࢆ࡚࠷ࡀࡒ࠷࡛࠽⩻࠻ࡡࡆ࡛ࡢర࡚ࡌ࠾ࠊ㸝㸪ࡗࡱ࡚㸞
㸦) ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟ᾐ㈕๎΅ 㸧) ࢙ࢾ࣭ࣜ࢟㌷ᥦ 㸨) ᗣᲘ∸๎΅
㸩) ୯ཿဗ්ฺ⏕ 㸪) ࣛࢦ࢕ࢠࣜࡡ᥆㐅 㸫) ⎌ሾ᩺ၛဗࡡ㛜Ⓠ
㸬) ISO14000ࢨ࣭ࣛࢫཱིᚋ 㸭) ⎌ሾఌ゛ 㸮) ᚉᴏဤࡡ⎌ሾᩅ⫩
10) ⎌ሾሒ࿈᭡ࡡషᠺ 11) ┤࢙ࢾ㐘ິ 12) ┤࢙ࢾᶭჹࡡ⮤♣හ㛜Ⓠ
13) ්⏍ྊ⬗࢙ࢾࣜ࢟ (࣭ኯ㝟ක➴)᥆㐅 14) ࢡ࣭ࣛࣤㄢ㐡 15) ᚘ⎌ᆵ⏍⏐᪁ᘟࡡᙟᠺ
16) ఩⎌ሾㇿⲬၛဗ࡫ࡡ㌷ᥦ 17) ࡐࡡ௙
ࠜၡ㸫ࠝ㛏ᒱᆀᇡࡡ⏐ᴏࡡᠺ㛏࣬Ⓠᒈࡡㄚ㢗࡞ࡗ࠷࡙࠽⩻࠻ࡡࡆ࡛࠿࠵ࡽࡱࡊࡒࡼࠉ⮤⏜࡞࠽᭡ࡀࡂࡓࡈ࠷ࠊ
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